青山荘　　フェイスシート

平成23年4月25日（月）　担当：馬渕　豊子　　　　　　　　　

	入　所　者
	氏　名　　藤村　翔　　様　　　　　男・女　　　　昭和58年3月23日生（28歳）

	
	〒039-1535　三戸郡五戸町字新丁26　　　　　　　　電話0178-62-5314

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	　平成14年2月頃（18歳時）
	罹 患 期 間
	約10年1カ月

	
	入院回数
	　　1回（一戸病院）
	延べ入院年数
	約6年9ヶ月

	医療機関
	青南病院（主治医　田名部Dr）
	外来受診日
	毎週月曜日

	医療区分
	社保
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無

	      5,000 円
	　　有・無（2級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級　（月額　6.6　万円）　＊家族管理

	
	その他
	

	障害程度区分
	未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青山荘、青陽館（月曜日・水曜日・木曜日）

	住まいの場
	　青山荘（入所中）

	入所年月日
	Ｈ　21年　10月　1日
	身長
	165cm
	体重
	73.0kg

	最終学歴
	五戸高等学校卒業
	免許・資格
	自動車運転免許

ワープロ検定2級

	職　歴
	平成13年4月～平成14年2月　　鉄鋼所勤務

平成16年12月～3月まで　院内作業所（フラワーショップ）勤務
	

	保　護　者
	氏　名　藤村　誠　　様　　　　　　　　　続柄　父　　　（同居　・否）

	【入所目的】

生活リズムの確立と日常生活能力の再獲得を図る

	入院・治療歴　初診日

1　 平成14年5月～平成14年5月　　　　　　　外来　　　　　十和田市立中央病院

2　 平成14年9月～現在　　　　　　　　　　　 入院　　　　　岩手県立一戸病院

	生活歴　

　五戸町にて、2人兄弟の長男（第1子）として出生。五戸中学校・五戸高等学校を卒業。その後（平成13年）は、鉄鋼所に勤務（2年）する。平成14年2月には、自分の希望の部署につけず、また、職場の人がわかってくれないとの思いから退職する。以後、自宅に引きこもる生活を送る。次第に独語・空笑がみられ、同年4月頃から大声を出す、壁を叩く、ガラスを割る等の問題行動が出現。また、入浴もしない状態となる。

　平成14年5月末、十和田市立中央病院を受診するが通院中断し、9月には夜中に頻回に車で出かける行為がみられていた。また、「不意に家を出ようとする」「突然大声を上げる」等の問題行動出現した為、同月7日に岩手県立一戸病受診し任意入院となり幻覚妄想状態と判断されるが、本人が退院を希望したことから、翌日医療保護入院と切り替わる。

　平成15年1月には、症状が落ち着いたことにより任意入院となり、平成16年12月より院内の作業所（フラワーショップ）で店員として作業を行う。

　平成17年～平成19年では、ストレスが重なったとき等に幻聴が強くなり、大声を出したり物に当たる等という行動が年に数回みられていた。ここ2年間は、幻聴はあるものの問題行動は見られず、安定した病棟生活を送っている。

　上記より、主治医より退院を勧められるが、日常生活面において一部援助を要し、また、自宅には、祖母がいるが高齢であり両親も共働きとのことから本人の面倒を見る人がいないため、ある程度の日常生活能力を再獲得する為生活訓練施設入所を希望し、平成21年6月地域活動支援センターのぞみの自立支援員工藤氏、岩手県立一戸病院の加藤PSWより入所相談があり、平成21年10月1日入所となっている。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

・保護者は、藤村誠様（父）となっている。

・主に母様が協力的であり、一戸病院での家族教室にも参加していたとのこと。

・弟とは、あまり話しをしないとのこと。

・家族関係は比較的良好。

・入院中は自宅外泊を行っていたとのこと。しかし、家族には、病状悪化時の印象が強く、特に母様は本人にどのように接したらよいか、今後どのようにしたらよいか等強い不安を抱いている。

・入院中は、月1度のペースで自宅外泊（3～6泊）を行っていたとのこと。

・今後については、自宅には祖母がいるが高齢であり、合わせて両親も共働きの為、日中、本人の援助をする人がいない。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成23年4月25日（月）

	氏　名
	   藤村　翔　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　58年　3月　23日（28歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標：自立生活を目指し、生活技能習得と社会資源活用を経験して物事への関心を促す。

短期目標：青山荘での生活から対人交流を更に深め柔軟性のある関わりを保つ。

　　　　　病状、服薬・通院の必要性を理解して服薬自己管理を3段階に進める。

	これまでの経過（前回評価日H22年12月20日）

	【前回の問題点】

①病状理解、服薬管理　　②日中活動、他者交流　　③　　健康管理

<最近の病状と服薬管理>

・12/27定期外来受診時に頭痛と幻聴を主治医に相談。幻聴の内容を説明するのは難しいと話す。以前から見るとあまり気にならなくなったとの返答も聞かれる。処方変更があり、ルナプロン錠が朝、夕共2錠から1錠に減薬リントン錠が朝、夕1錠ずつ、追加処方。頭痛は時々あるとの訴えてその都度カロナール錠1錠の服用で改善されている。風邪症状があり、鼻水が出ているとこれも精神病の症状かと尋ねる事ある。

・年末年始自宅外泊（12/30～1/4）外泊時は服薬を保護者様にチェックシートを確認してもらい残包も持ち帰り、きちんと服用。青山荘でも誤薬、忘薬はなくチェックシートでの確認も出来ている。

・帰荘翌日デイケア通所するが表情硬く、一日過ごす。夕食後薬服用の際、突然「親父の事を入院させなければわからからない」と幻聴が命令口調であり、青山荘に自分が入所させられた目的は親父の方にあると顔を赤らめて報告。1時間後の就寝前薬服用時には、穏やかな表情に戻っている。

<日中活動>

・デイケア通所週3回。レクダンス、エアロビ、運動プログラムは好み、休憩時間も自分からウォーキングして動いている。体重を意識しているとのこと。学習プログラム中の他者意見を自分と同じようであればその意見は良い意見と理解する傾向にある。青山荘での休日は火、金は入浴、洗濯を行うが、最近は食事当番、買物が必要となれば優先順位を変更する手順で行える余裕も見られる。

・土日はカラオケ、ゲームを他者と積極的に楽しんでいる。選曲するジャンルも増えリラックスしている。

<週間スケジュール>
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ゲーム

<対人交流> 

・話題提供する場面が増えて野球、サッカーのスポーツ観戦、安価な商品を広告で見て話題にする。

・外泊時夕食、ゴミ当番変更が必要になり相談に来る。誰かと交換するようにとアドバイス他者に交渉、交換してもらう。自分の条件と比較して「朝食当番をしていない他者がいる」と唐突に話して来る。事情を説明すると概ね納得はするが、曖昧な事は気になるとそのままにはできない様子がある。

＜自宅外出と外泊・家族関係＞

・年末年始（12/30～1/4）自宅外泊。友人とカラオケに行き、散髪している。　　　　　　　　　　　　　　

・父様と面接。見守りの関わり方で本人に任せて、考えて行動し、自立度を高める事の希望がある。

・自立度を高める支援として金銭管理と自宅外出を提案する。了承されて外出は3/25青山荘から自宅へバス利用で往復して留守番されている祖母様と対面家族交流を行う。

・金銭管理、父様と銀行窓口に行き新規通帳用意、2回スタッフ同行でATM練習3回目は単独で行う。

・父様は会話が少ない、何を考えているのかわからないと話していたが、年始には書道を一緒にしたと父様への印象が緩やかに変化している話しをする。

<その他>

・保清面で体臭がある。入浴日、洗濯日を増やす提案するが、決まっている日に入るからと言う。

・服装で同じジャージの着用見られる。4/19自分からゴムも緩み伝線もしているから捨ててもいいかなと

相談に来る。良い判断だと褒めて促している。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 病状理解

（幻聴、イライラ感の訴え）

②　服薬自己管理（継続）


	・体調変化を徐々に言葉で表現する機会も増えて、他者会話や意見交換を促し、面談で情報整理する支援を行い現実検討と振り返りを重ね落ち着いて受け止めるよう見守る。

・変化する事に反応されて不思議に思って唐突に話し解釈にも特徴があるので捉え方や理解力が適性かどうかを率直な意見を聞いて修正、柔軟な理解をする事でイライラ感の解消に繋がる事と気づけるよう促す。

・安定して服薬自己管理できている事から3段階に進め服薬理解と必要性を知る。（チェックシート省略）


	3ヶ月



	1 金銭管理

2 家族支援

（自宅外出泊バス利用）

　


	・自立度を引き上げる目的で金銭自己管理を行う。必要に応じてATM利用、支出入を実行、１ヶ月分の生活費の目安を経験、管理を支援する。

・自宅外出、外泊時移動をバス利用に切り替え不安時は同行支援を行い、家族交流と距離感を保つ機会として帰荘後　振り返りを行う。
	3ヶ月
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